
人口と世帯　●平成 22 年 3 月 1 日現在（対前月比）

■人口　205,769 人（-83）　男　102,861 人（-51）　女　102,908 人（-32）　

■世帯　81,650（+7）

「
市
報
く
ま
が
や
」
は
、自
治
会
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、市
役
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
・

出
張
所
・
公
民
館
・
駅
連
絡
所
な
ど
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

「
市
報
く
ま
が
や
」
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（U

R
L) http://w

w
w

.city.kum
agaya.lg.jp/

　

「市報くまがや」は、再生紙を使用しています。
「市報くまがや」は、毎月 1 日（原則）に発行します。
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FAX

　ウォーキングは、誰もが行いやすい運動のひとつです。運動習慣と
して歩く時や外出する際に、ちょっとしたポイントに気をつけながら
歩くだけで、脚の筋肉を強化し、血液循環を促進させ運動効果を高め
ることができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊谷さくら運動公園 健康運動指導士　山北 修次

情
世
熱
代夢追い人

4月号

カラダを動かし

真っすぐ前を向きリズミカルに歩く

ウォーキングのポイント
①着地するときは膝を伸ばし、かかと
　から着地しましょう。
②つま先は地面を押すように意識しましょう。
③腕は軽く振って、慣れてきたら肘

ひじ

を
　後ろに振ってみましょう。
④呼吸は自然にリズミカルに行いましょう。
⑤目線は真っすぐ前を向き、姿勢が曲
　がらないようにしましょう。

ウォーキングが身体に良い理由は？
・酸素を取り込み、脂肪を燃焼させるのでカロ
　リー消費ができる。
・骨に適度な刺激を与えることで、骨粗しょう
　症の予防につながる。
・足腰の筋力を高めることで、代謝の向上や、脚
　力の向上ができる。
・適度な運動なので、汗をかき、ストレスの発
　散ができる。
その他にもたくさんの効果があります。

ウォーキングで気持ち良く汗をかこう！

・必ず準備運動を行ってから歩きましょう。　　　　　　　　　　・30 分に 1 回くらいを目安に適度な水分補給を行いましょう。
・体調が悪い日や痛みがあるときは運動を控えましょう。　　　　・自分でできるペースで行いましょう（軽く息がはずむくらい）。
・運動を行う際は、運動用のシューズで行いましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆健康づくり課　　048-528-0601

エクササイズガイド　

TEL

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
っ
子

で
し
た
。
小
学
生
の
こ
ろ
は
か
な
り
体
格
が
よ

く
、
熊
谷
運
動
公
園
で
年
２
回
行
わ
れ
る「
わ

ん
ぱ
く
相す
も
う撲
大
会
」で
は
、
９
回
優
勝
し
ま
し

た
。
ま
た
、
中
学
・
高
校
で
は
野
球
部
に
所
属

し
て
ハ
ー
ド
な
練
習
に
汗
を
流
し
、
大
学
生
に

な
る
と
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
ト
レ
ー
ナ
ー
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
始
め
ま
し
た
。
体
を
動
か
す
の
が
好

き
な
あ
ま
り
の
選
択
で
し
た
ね
。
そ
し
て
、
こ

こ
で
僕
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
田
中
将
斗
選
手

が
僕
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
ジ
ム
に
通
っ
て
い
た

ん
で
す
。
何
度
か
田
中
選
手
と
お
話
す
る
機
会

も
あ
り
、
ジ
ム
の
先
輩
と
試
合
を
見
に
行
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
実
際
に
見
る
プ

ロ
レ
ス
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
、
憧
あ
こ
が
れ
を
抱
く
と

同
時
に
、「
自
分
も
あ
の
リ
ン
グ
に
上
が
り
た

い
！
」と
思
っ
た
ん
で
す
。　

　

プ
ロ
レ
ス
の
醍だ
い
ご醐
味
は
、
相
手
の
か
け
た

技
を
鍛
え
た
体
で
受
け
と
め
て
、
な
お
か
つ

攻
撃
す
る
、
何
度
や
ら
れ
よ
う
と
立
ち
上
が

る
こ
と
で
す
。
日
頃
の
練
習
は
一
日
５
〜
６

時
間
。
今
は
寮
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
下
っ

ぱ
の
自
分
が
部
屋
の
掃
除
や
食
事
の
準
備
な

ど
も
し
て
い
ま
す
。
自
由
時
間
は
と
い
う
と

…
ジ
ム
へ
筋
ト
レ
に
行
っ
て
い
ま
す
！
昔
か

ら
「
ご
飯
を
食
べ
た
ら
歯
を
磨
く
」の
と
同

様
、
生
活
の
一
部
と
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し

て
い
た
の
で
、
全
然
苦
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。

で
も
、
さ
す
が
に
先
輩
レ
ス
ラ
ー
を
相
手
に

す
る
練
習
は
き
つ
い
で
す
け
ど
ね
。
と
に
か

く
練
習
も
試
合
も
無
我
夢
中
に
な
っ
て
や
っ

て
い
ま
す
。
目
立
ち
た
が
り
屋
の
性
格
だ

か
ら
、
リ
ン
グ
に
上
が
っ
た
と
き
は
人
が
変

わ
っ
た
よ
う
に
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
ん
で
す
。

そ
し
て
、
つ
い
に
３
月
２
日
の
後
楽
園
ホ
ー

ル
で
の
試
合
で
、
念
願
の
初
勝
利
を
掴つ
か

み
ま

し
た
。
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
約
半
年
、
あ
の
と
き

は
も
う
感
無
量
で
し
た
。

　

今
は
プ
ロ
レ

ス
自
体
の
人
気

が
な
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
一

度
見
に
来
て
も

ら
え
れ
ば
、
プ

ロ
レ
ス
の
お

も
し
ろ
さ
が
伝

わ
る
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
ぜ

ひ
応
援
に
来
て

く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
僕
の
所
属
し
て
い
る
団
体
Zゼ

ロ

E
R
O
１ワ
ン

の
入
団
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
の
は
、
昨
年
の
３

月
。
就
職
活
動
は
せ
ず
に
プ
ロ
レ
ス
一
本
に
決

め
て
い
た
の
で
、
入
団
テ
ス
ト
に
向
け
て
毎
日

ジ
ム
に
通
い
、
体
造
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
26
日
の
地
元
で
の
デ
ビ
ュ
ー
戦
で
は

小
・
中
学
校
の
友
だ
ち
か
ら
、
先
生
ま
で
応
援

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。「
な
ん
と
か
地
元
で
初

勝
利
を
！
」と
思
っ
た
け
ど
、
結
果
は
だ
め
で

し
た
ね
。
も
っ
と
体
を
鍛
え
て
技
も
磨
か
な
け

「
強
い
男
」に
な
る
た
め
に

地
元
熊
谷
で
の
デ
ビ
ュ
ー
戦

人
生
を
大
き
く
変
え
た
出
会
い

プロレスラー
柿沼 謙太さん（箱田）

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
試
合
を
見
に
来
て
く

れ
た
人
た
ち
が
、
柿
沼
謙
太
を
見
て「
明
日

か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
！
」と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

熊谷市ホームページ
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P6

平成 22 年度 予算の概要

合併処理浄化槽維持
管理補助金制度

市政ワイド　
ずっと元気！らくらく体操教室 
ほか

市政情報

P16 くらしの情報
催し・講習・募集・試験・スポーツ

P20 くらしの相談

P21 いきいき元気みんなの健康

P24 文化施設情報

P28 熊谷教育　今こそ「学校・家庭・
地域との連携」を！

P30 フォトニュース・市報クイズ
おたよりパレット

P32 情熱世代 夢追い人・
カラダを動かし すっきり健康

特集 

P7

P10

　3月9日、園児が自分たちで育てたにんじん・じゃがいも・たまねぎなどを使い、力を合わ
せてカレー作りを行いました。

江南幼稚園食育活動

April

市報
2010

“Ｍ
ミスター

ｒ．プロレス”を目指し何度でも立ち上がってみせます！ 

念願の初勝利を掴んだ、3 月 2 日後楽園
ホールでの試合（写真右側が柿沼さん）
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し
か
し
な
が
ら
、
市
税
は

昨
今
の
経
済
不
況
に
よ
り
、

前
年
度
を
下
回
る
見
込
み
で

あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
歳
入

の
減
少
傾
向
と
、
歳
出
の
増

加
傾
向
を
い
か
に
調
和
さ
せ

て
い
く
か
、
ま
た
、
こ
う
し

た
中
に
お
い
て
も
、
い
か

に
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い

く
か
に
も
配
慮
い
た
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
昨
年
秋
の
政
権
交

代
に
よ
り
、
国
と
地
方
の
あ

り
方
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
な
か
で
、
こ
う
し

た
変
化
も
確
実
に
盛
り
込
ん

だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
例
市
と
な
っ
た
熊
谷
市

が
、
埼
玉
県
や
県
北
の
中
で

よ
り
一
層
光
り
輝
く
ま
ち
で

あ
る
よ
う
、
力
の
限
り
を
尽

く
し
て
市
政
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

熊谷市長　富岡 清

　

市
の
歳
入
に
占
め
る
割
合
が
最

も
大
き
い
の
は
市
税
で
、
約
半
分

と
な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
不
況
を

考
慮
し
、
法
人
市
民
税
を
中
心
に

減
少
を
見
込
ん
だ
た
め
、
前
年

度
に
比
べ
約
６
億
円
減
の
、
約

２
８
７
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
番
目
の
国
庫
支
出
金
は
、
約

69
億
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
約

25
億
円
の
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
手
当
の

創
設
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

３
番
目
の
市
債
は
、
約
37
億
円

で
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
方
交
付

税
の
振
り
替
え
で
あ
る
臨
時
財
政

対
策
債
を
前
年
度
並
み
に
し
、
借

入
対
象
事
業
を
厳
し
く
選
択
す
る

な
ど
、
抑
制
に
努
め
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。

　

な
お
、
市
税
収
入
が
減
少
す
る

中
で
も
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影

響
を
抑
え
る
た
め
、
財
政
調
整
基

金
を
取
り
崩
す
な
ど
し
て
、
対
応

し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
当
初
予
算
は
５
７
１
億
円

（
対
前
年
度
比
２
．９
％
増
）

　

歳
出
を
目
的
別
に
分
類
す
る
と
、

最
も
歳
出
額
が
多
い
の
は
、
民
生

費
で
、
約
２
１
３
億
円
、
37
．３
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や
お

年
寄
り
、
体
の
不
自
由
な
方
に
対

す
る
福
祉
な
ど
に
必
要
な
経
費
で

す
。
前
年
度
に
比
べ
約
31
億
円
の

大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
歳
入
で
も
ご
説
明
し
た

よ
う
に
、
子
ど
も
手
当
の
創
設
に

よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
ど
も

医
療
費
の
助
成
や
、
児
童
ク
ラ
ブ

の
拡
充
な
ど
の
子
育
て
応
援
施
策

も
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
消
防
費
も
、
伸
び
率
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
は
し
ご
車
な
ど
消
防
自
動
車

の
購
入
経
費
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

２
番
目
に
歳
出
額
が
多
い
の
が

道
路
の
整
備
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど

に
必
要
な
経
費
で
あ
る
土
木
費
で

す
。
約
68
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
番
目
が
総
務
費
で
、
約
63
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

国
勢
調
査
や
、
参
議
院
議
員
選
挙

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
う
し
た
事
業
に
つ
い
て
も
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

で
安
定
し
た
市
政
運
営
の
す
べ

て
の
基
と
な
る
の
が
、
健
全
で

強
固
な
財
政
基
盤
で
す
。
そ
の

た
め
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、

次
の
お
約
束
を
し
て
い
ま
す
。

１ 

市
職
員
の
数
を
減
ら

　

 

し
、　
人
件
費
を
大
幅
に

　

 

削
減
し
ま
す
。

　
２ 

弾
力
的
な
財
政
運
営
を

　

 

図
る
た
め
、引
き
続
き
、

　

  

市
債
を
減
額
し
ま
す
。

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

一
般
会
計 

歳
入
の
特
徴

一
般
会
計 

歳
出
の
特
徴

平成22年度当初予算

一般会計 571億円

特
別
会
計

国民健康保険
特別会計 195億3,299万円

下水道特別会計 41億5,220万1千円
公共用地先行取得
特別会計 5,488万4千円

駐車場事業
特別会計 2億7,110万7千円

老人保健特別会計 343万2千円
土地区画整理事業
特別会計 13億7,467万6千円

農業集落排水事業
特別会計 4億6,051万5千円

後期高齢者医療
特別会計 17億2,519万5千円

特別会計合計 275億7,500万円

水道事業 72億9,602万2千円

合計 919億7,102万2千円

市　税
287億2,319万5千円

（50.3％）

民生費
212億9,979万1千円

（37.3％）

土木費
68億220万1千円

（11.9％）

総務費
63億4,166万7千円

（11.1％）

公債費
60億9,167万4千円

（10.7％）

教育費
54億3,939万4千円

（9.5％）

衛生費
50 億 31 万 3 千円

（8.8％）

消防費
27億7,118万9千円

（4.8％）

農林水産業費 10億7,446万6千円（1.9％）
労働費 4億2,565万円（0.7％）

予備費 1億円（0.2％）
議会費 4億4,740万円（0.8％）

商工費 13億625万5千円（2.3％）

国庫支出金
69億2,851万3千円

（12.1％）

市　債
36億8,750万円

（6.5％）

譲与税・交付金
35億1,580万円

（6.1％）

地方交付税
33億5千万円

（5.9％）

県支出金
30億836万円

（5.3％）

繰入金
26億2,151万2千円

（4.6％）

財産収入・寄附金
9,141万6千円

（0.2％）
使用料及び手数料
8億1,985万1千円

（1.4％）
分担金及び負担金
8億2,110万5千円

（1.4％）

諸収入
25億3,274万8千円

（4.4％）

繰越金
10億円

（1.8％）

一般会計の内訳
▶歳入

一般会計の内訳
▶歳出

　

平
成
22
年
度
は
、
10
年

間
を
見
据
え
た
総
合
振
興

計
画
の
３
年
目
に
あ
た
り
、

本
予
算
は
、
事
業
評
価
を

反
映
し
た
初
め
て
の
も
の

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
の
市
長
選
に
お
い
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
約
束
し

た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、「
信
頼
、

誇
り
、
笑
顔
」
の
３
つ
の

目
標
と
、
６
つ
の
政
策
分

野
の
実
現
に
向
け
た
多
く

の
施
策
も
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

１
に
つ
い
て
は
、
消
防
の

人
件
費
と
退
職
手
当
を
除
い

た
人
件
費
に
つ
い
て
、
約

６
億
６
千
万
円
の
削
減
を
行
っ

て
い
ま
す
。
職
員
数
に
つ
い
て

も
、27
人
の
削
減
を
行
い
ま
す
。

　

２
に
つ
い
て
は
、
市
債
の
新

た
な
発
行
を
抑
え
、
着
実
に
償

還
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
一
般

会
計
・
特
別
会
計
の
市
債
残

高
は
、
前
年
度
の
約
７
３
４
億

円
か
ら
約
７
０
７
億
円
へ
と
、

27
億
円
減
少
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
健
全
財
政
を

維
持
す
る
た
め
、
効
率
的
な
行

財
政
運
営
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
財
政
課　
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支
給
し
て
い
る
手
当
を
、「
父
子

家
庭
」ま
で
拡
大
し
ま
す
。

こ
ど
も
医
療
費
給
付
事
業

（
６
億
５
，２
５
４
万
円
）

　

子
育
て
を
す
る
保
護
者
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

中
学
校
修
了
ま

で
の
子
ど
も
に

対
し
入
院
、
通

院
に
か
か
る
医

療
費
の
一
部

を
、
引
き
続
き

助
成
し
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

（
６
，７
９
０
万
９
千
円
）

　

子
育
て
中
の
親
と
子
ど
も
が

交
流
で
き
る
場
を
提
供
す
る
た

め
、
引
き
続
き
、
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
施
設
を
整
備
し
ま

す
。
今
年
度
は
荒
川
公
民
館
に
、

公
立
の
拠
点
施
設
を
新
た
に
開

設
し
ま
す
。

籠
原
駅
前
保
育
所
整
備
促
進

事
業（
２
，１
３
７
万
５
千
円
）

　

籠
原
駅
北
口
に
Ｊ
Ｒ
が
建
設

す
る
建
物
内
に
開
設
さ
れ
る
民

平
成
22
年
度

主
な
事
業   

（
　 

）内
は
予
算
額

聖
天
山
お
客
様
お
迎
え
事
業

（
２
５
０
万
円
）

　

妻
沼
聖
天
山
の
一
般
公
開
を

控
え
、
聖
天
山
の
統
一
イ
メ
ー

ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
、
公
募
に
よ

り
選
定
し
ま
す
。
ま
た
、
お
客

様
に
便
利
な
よ
う
に
、
観
光
案

内
看
板
の
設
置
や
、
駐
車
場
内

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

ウ
エ
ル
カ
ム
熊
谷
観
光
事
業

（
50
万
円
）

　

妻
沼
聖
天
山
の
一
般
公
開
を

控
え
熊
谷
観
光
の
魅
力
を
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
商
工
団
体
と

協
力
し
、
旅
行
業
者
向
け
の
見

本
市
を
開
催
し
ま
す
。

・
お
お
さ
と
桜
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業

（
83
万
円
）

・
さ
く
ら
教
室
サ
ポ
ー
ト
支
援
事
業

（
36
万
円
）

消
防
設
備
充
実
事
業

（
２
億
９
，６
２
５
万
円
）

　

各
種
災
害
に
対
す
る
消
防
力

の
強
化
、
充
実
を
図
る
た
め
、

消
防
車
両
を
計
画
的
に
更
新
し

ま
す
。
今
年
度
は
、
は
し
ご
車

1
台
・
救
急
車
1
台
・
ポ
ン
プ

車
1
台
・
消
防
団
ポ
ン
プ
車
３

台
を
更
新
し
ま
す
。

 

中
央
消
防
署
等
建
設
事
業

（
５
，３
０
０
万
円
）

　

公
民
館
施
設
を
併
設
し
た
新

し
い
中
央
消
防
署
を
、
熊
谷
女

子
高
校
東
側
に
新
築
す
る
た

め
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

「
緊
急
雇
用
対
策
」ふ
れ
あ
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン
運
営
事
業

（
４
９
６
万
８
千
円
）

　

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
な
ど

が
気
軽
に
集
え
る
よ
う
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
施
設
を

運
営
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
等
支
給
事
業

（
６
億
６
，７
１
０
万
５
千
円
）

　

現
在
、
母
子
家
庭
に
対
し
て

「
熊
谷
の
歴
史
を
彩
る
」

刊
行
事
業　

（
１
５
１
万
円
）

　

郷
土
の
歴
史
・
文
化
を
理
解
し
、

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
史
跡
・
先
覚
者
・
文

化
財
の
入
門
書
を
作
成
し
ま
す
。

熊
谷
新
時
代
ま
ち
づ
く
り
事
業

（
２
０
０
万
円
）

　

く
ま
が
や
市
民
ま
ご
こ
ろ
運

動
校
区
連
絡
会
を
対
象
と
し

て
、
団
塊
の
世
代
や
そ
の
次
の

世
代
の
市
民
が
、
地
域
活
動
に

積
極
的
に
参
画
で
き
る
よ
う
な

企
画
を
募
集
し
、
支
援
し
ま
す
。

市
民
協
働「
熊
谷
の
力
」事
業

　

市
民
活
動
団
体
と
市
が
協
働

で
、
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

新
た
な
発
想
や
手
法
に
よ
っ

て
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し
ま
す
。

・
高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
事
業  

（
30
万
円
）

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

　

事
業　
　
　
　

（
40
万
３
千
円
）

・
地
域
の
ふ
る
さ
と
の
森
保
全
事
業

（
78
万
８
千
円
）

・
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
事
業

（
８
万
２
千
円
）

間
保
育
所
に
対
し
て
、
整
備
等

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

子
ど
も
手
当
支
給
事
業

（
32
億
６
，８
６
０
万
５
千
円
）

　

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
成
長
お
よ
び
発
達
に
資

す
る
た
め
、
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
方
に
、
中
学
校
修
了
ま

で
の
子
ど
も
一
人
あ
た
り
月
額

１
万
３
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

放
課
後
児
童
保
育
室
整
備
事
業

（
２
，７
５
６
万
７
千
円
）

　

児
童
ク
ラ
ブ
に
入
所
で
き

な
い
待
機
児
童
を
解
消
す
る

た
め
、
大
麻
生
小
学
校
内
に

新
た
な
児
童
ク
ラ
ブ
を
整
備

し
ま
す
。

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

（
１
，０
０
０
万
円
）

　

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫

婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
不
妊
治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、

助
成
限
度
額
を
５
万
円
か
ら

10
万
円
に
引
き
上
げ
、
助
成
期

間
を
２
年
か
ら
５
年
に
延
長
し

ま
す
。

あ
っ
ぱ
れ
・
天あ

っ

晴ぱ
れ

・
新
エ
ネ
・

省
エ
ネ
機
器
普
及
推
進
事
業

（
２
，５
０
０
万
円
）

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
ま
た

は
高
効
率
給
湯
器
を
住
宅
に
設

置
す
る
市
民
に
対
し
て
、
設
置

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

あ
っ
ぱ
れ
・
扇
げ
・
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業

（
１
６
０
万
円
）

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
普
及
・

啓
発
を
図
る
た
め
、「
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
指
定
す
る
団

体
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

小
中
学
校
雨
水
有
効
利
用
事
業

（
98
万
円
）

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
た

め
、
雨
水
を
溜た

め
て
水
や
り
な

ど
に
利
用
で
き
る
タ
ン
ク
を
、

小
中
学
校
に
設
置
し
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理

費
補
助
事
業

（
５
，５
０
０
万
円
）

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
適
正
な

管
理
を
促
進
し
、
公
共
水
域
の

水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理
経
費

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

支
援
す
る
た
め
、融
資
枠
を
確

保
し
ま
す
。ま
た
、現
状
の
経
済

情
勢
を
踏
ま
え
、償
還
金
の
利

子
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
事
業

（
68
万
５
千
円
）

　

豊
か
な
自
然
・
農
村
風
景
・
農

産
物
な
ど
、
熊
谷
の
魅
力
を
生
か

し
た
「
熊
谷
型
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
の
実
現
を
目
指
し
、
実
験

お
よ
び
検
証
を
行
い
ま
す
。

総
合
交
通
体
系
整
備
促
進
事
業

（
４
，６
８
１
万
９
千
円
）

　

市
内
循
環
バ
ス
の
安
全
運
行

と
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

県
と
協
力
し
て
公
共
交
通
に
関

す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

超
低
床
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス

導
入
促
進
補
助
事
業

（
２
０
０
万
円
）

　

乗
降
口
の
段
差
を
な
く
し
乗

り
降
り
が
容
易
な
「
超
低
床
ノ

ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
」
を
導
入
す

る
路
線
バ
ス
事
業
者
に
対
し

て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

安
心
安
全
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
事
業

（
７
，９
０
４
万
２
千
円
）

　

安
心
安
全
で
生
活
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
生
活
に

密
着
し
た
地
域
幹
線
道
路
ネ
ッ

籠
原
駅
前
公
衆
便
所
整
備
事
業

（
７
２
９
万
８
千
円
）

　

籠
原
駅
北
口
の
Ｊ
Ｒ
が
建
設
す

る
建
物
内
に
、
公
衆
便
所
を
整
備

し
ま
す
。

み
ど
り
を
育
て
る
省
エ
ネ
対
策

事
業　
　
　

 

（
３
３
０
万
円
）

　

公
園
や
里
山
の
維
持
管
理
に

よ
り
発
生
す
る
樹
木
枝
や
竹
を

焼
却
処
分
せ
ず
に
、
里
山
の
再

生
な
ど
に
有
効
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
チ
ッ
プ
化
す
る
樹
木
粉

砕
機
を
導
入
し
ま
す
。

ほ
場
整
備
事
業

（
２
，７
３
９
万
８
千
円
）

　

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事

業
（
熊
谷
中
央
地
区
）
と
し
て
、

玉
井
・
代
地
内
の
ほ
場
整
備
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
畑
地
帯
総
合
農
地
整
備
事

業
と
し
て
、
妻
沼
小
島
地
内
の

ほ
場
整
備
を
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。

企
業
誘
致
推
進
事
業

（
９
，２
７
３
万
６
千
円
）

　

産
業
の
振
興
お
よ
び
就
労
機

会
の
創
出
、
拡
大
の
た
め
、
産

業
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
く
企

業
へ
の
奨
励
制
度
を
活
用
し
企

業
の
誘
致
を
促
進
し
ま
す
。

中
小
企
業
融
資
あ
っ
せ
ん
事
業

（
８
億
７
９
０
万
円
）

中
小
企
業
者
の
経
営
の
安
定
を

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
計
画
的
に

進
め
ま
す
。

学
力
向
上
対
策
推
進
事
業

（
４
，２
６
１
万
１
千
円
）

　

学
力
の
向
上
お
よ
び
基
礎
学

力
の
定
着
を
図
る
た
め
、
学
級

内
で
の
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

学
力
向
上
補
助
員
を
小
中
学
校

に
配
置
し
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
派
遣
事
業

（
３
，８
７
６
万
６
千
円
）

　

特
別
支
援
学
級
お
よ
び
通
級

指
導
教
室
に
お
い
て
、
障
害
の

あ
る
児
童
生
徒
の
生
活
面
で
の

介
助
お
よ
び
担
任
の
補
助
活
動

を
行
う
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
派
遣
し
ま
す
。

小
中
学
校
屋
内
運
動
場
建
築
事
業

（
４
，１
７
０
万
８
千
円
）

　

耐
震
診
断
結
果
や
建
築
年
度

な
ど
を
踏
ま
え
、
計
画
的
に
屋

内
運
動
場
の
耐
震
化
を
進
め
ま

す
。
今
年
度
は
、
熊
谷
東
小
、

吉
岡
中
、
中
条
中
の
屋
内
運
動

場
を
建
築
す
る
た
め
、
地
質
調

査
お
よ
び
設
計
を
行
い
ま
す
。

中
条
小
学
校
屋
内
運
動
場
建

築
事
業

（
１
億
７
，２
１
５
万
５
千
円
）

　

中
条
小
学
校
の
屋
内
運
動
場

を
建
築
し
ま
す
。
今
年
度
は
、

２
か
年
計
画
の
２
年
目
で
す
。

市
民
意
識
調
査
事
業

（
２
１
０
万
円
）

　

合
併
、
特
例
市
へ
の
移
行
を

経
た
熊
谷
市
の
市
政
に
つ
い

て
、
市
民
を
対
象
に
意
識
調
査

を
行
い
ま
す
。

「
緊
急
雇
用
対
策
」納
税
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

（
１
，０
８
３
万
８
千
円
）

　

納
税
率
の
向
上
を
図
る
た

め
、電
話
催
告
を
実
施
す
る
「
納

税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
詳
し
い
情
報
は
財
政

課
（
市
役
所
３
階
）
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

◆
財
政
課　

内
線
２
４
１

魅
力
あ
る
郷
土
を

ほ
こ
れ
る
ま
ち

1

市
民
と
行
政
が

協
働
す
る
ま
ち

2

み
ん
な
で
創
る

安
全
な
ま
ち

3

だ
れ
も
が
安
心
し
て

健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

4

自
然
の
豊
か
さ
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち

5

活
力
あ
る
産
業
が

育
つ
ま
ち

6

便
利
で
快
適
な

人
に
や
さ
し
い
ま
ち

7

地
域
に
根
ざ
し
た

教
育
・
文
化
の
ま
ち

8

効
率
的
で
わ
か
り

や
す
い
行
財
政

9

熊
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
９
つ
の
政
策
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

観光客で賑
に ぎ

わう妻沼聖天山雨水タンクを利用した水やり

籠原駅北口学力向上補助員による授業サポート

TEL
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３
２
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１
５
２
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大
里
庁
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大
里
行
政
セ
ン
タ
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妻
沼
庁
舎

妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

江
南
庁
舎

江
南
行
政
セ
ン
タ
ー

TEL

TEL

TEL

TEL

市
政
ワ
イ
ド

市政ワイド
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申
請
で
き
る
区
域　

市
内
全
域（
下
水
道
の
供
用
開

　

始
区
域
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
処
理
区
域
を
除
く
）

申
請
に
必
要
な
も
の　

保
守
点
検
記
録
の
写
し
、

　

法
定
検
査
結
果
書
の
写
し
、清
掃
記
録
の
写
し
、

　

納
税
証
明
書

人
槽
と
補
助
金
額　

５
人
槽
：
１
万
５
千
円

　

６
人
槽
：
１
万
６
千
円　

７
人
槽
：
１
万
７
千
円

　

８
人
槽
：
１
万
８
千
円　

９
人
槽
：
１
万
９
千
円

　

10
人
槽
：
２
万
円

※
申
請
の
内
容
確
認
後
に
指
定
さ
れ
た

　

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
補
助
期
間

　

は
５
年
間（
連
続
５
回
ま
で
）で
す
。

対象　65 歳以上の市民（登録制）
※介護保険で要支援・要介護認定を受けて
　いる方は対象となりません。
定員　各会場とも先着 30 人
※全 14 回中、運動器の機能向上を 12 回、口

こうこう

腔
　機能向上・栄養改善を各 1 回実施します。
※熊谷保健センターは、お車での参加はご
　遠慮ください。
持ち物　運動のできる支度・上履き用運動
　靴・タオル・飲み物（水筒またはペットボ
　トル）・バスタオル
費用　無料
申込み　4 月 1 日（木）から電話で下記へ。
※会場はいずれか 1 会場とします。
◆長寿いきがい課　　内線 451

　いつまでもいきいきと老後を過ごす為に、日常生活
の中に簡単体操をとりいれませんか？

適
正
な
維
持
管
理
と
は
次
の
３
点
で
す
。

保
守
点
検　

浄
化
槽
の
点
検
、
調
整
、
修
理

　

を
指
し
、
処
理
方
法
や
規
模
に
よ
り
回
数

　

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
定
検
査　

保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に
行

　

わ
れ
、
浄
化
槽
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い

　

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
検
査
で
、年
１

　

回
行
い
ま
す
。

清
掃　

浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚
泥
な
ど
の
引

　

抜
き
や
調
整
、
機
器
類
を
洗
浄
す
る
作
業

　

で
、
年
１
回
以
上
実
施
し
ま
す
。

Q

QQ

Q QQ

&

A

AA

A AA

合
併
処
理
浄
化
槽

　
　
維
持
管
理
補
助
金
制
度
の

維持管理補助金申請の流れ

浄
化
槽
清
掃
（
年
１
回
の
清
掃
）

保
守
点
検
（
年
３
回
以
上
の
点
検
）

法
定
検
査
（
年
１
回
の
検
査
）

（
結
果
が
不
適
正
の
場
合
は
要
改
善
）

※
過
去
１
年
間
の
維
持
管
理
状
況
を
確
認
し
ま
す
。 平成 22年 4月 1日

以降の清掃後

補助金申請

補助金申請に必要な書類
①保守点検記録の写し
②法定検査結果書の写し
③清掃記録の写し
④納税証明書

実施会場・時間 実施日 (1 コース 14 回）

別府公民館
10 時～12 時

5/31（月）、
6/7（月）・14（月）・21（月）・28（月）、
7/5(月)・12（月）・19（月・祝）・21（水）・26（月）、
8/2（月）・9（月）・16（月）・23（月）・30（月）
※7/19は別府公民館のみ、7/21は上之荘のみ

上之荘
14 時～16 時

江南勤労センター
10 時～12 時

5/25（火）、
6/1（火）・8（火）・15（火）・22（火）・29（火）、
7/6（火）・13（火）・20（火）・27（火）、
8/3（火）・10（火）・17（火）・24（火）

大里保健センター
14 時～16 時

ひかわ荘
10 時～12 時

5/28（金）、
6/4（金）・11（金）・18（金）・25（金）、
7/2（金）・9（金）・16（金）・23（金）・30（金）、
8/6（金）・13（金）・20（金）・27（金）

熊谷保健センター
14 時～16 時

　4 月 1 日現在、満 70 歳以上の方に、申請により 2,000
円分の敬老マッサージ・鍼灸サービス利用補助券を交付し
ます。ご利用を希望される方は下記へ申請書を提出してく
ださい。
　利用補助券は、4 月 1 日（木）から平成 23 年 3 月 31 日（木）
までの間に 1 回限り利用できます。
　利用できる施術所は下表のとおりです。
◆長寿いきがい課　　内線 290
◆大里・江南行政センター市民福祉課、妻沼行政センター福祉課

敬老マッサージ・鍼
しんきゅう

灸サービス利用補助券を交付します

施術所 所在地 電話
施術内容

マッサージ 鍼
は り

 灸

引間マッサージ 上之 2073-4 048-523-1293 ○ - -
田島鍼灸院 柿沼 683-1 048-527-2856 ○ ○ ○
熊谷指圧鍼灸院 末広 3-1-3 048-522-4839 ○ ○ ○
田口治療院 代 1232-5 048-523-9906 ○ ○ ○
回心堂治療院 新島 407-8 048-525-7268 ○ ○ ○
室岡治療院 新堀 905-4 048-532-6216 ○ ○ -
鶴田はりマッサージ療院 箱田 1-1-1 048-521-2980 ○ ○ ○
贄田治療院 本石 2-87 048-521-5437 ○ ○ ○
すえひろ鍼灸接骨院 末広 1-54 048-529-0841 ○ ○ ○
三愛鍼灸院 肥塚 3-2-51 048-522-1418 ○ ○ ○
健やか堂 肥塚 391-17 048-525-9152 ○ ○ ○
大谷鍼灸院 星川 2-84 048-522-4816 - ○ ○
サンワード治療院 三ヶ尻 2380 048-532-4630 - ○ ○
おぎはら鍼灸院 末広 2-21 2 階 048-529-1666 - ○ ○

加藤鍼灸院 石原 2-14
ビレッタ熊谷 505 048-524-6467 - ○ ○

小山鍼灸院 別府 4-215 048-532-0465 - ○ ○
塩谷鍼灸整骨院 末広 3-1-34 048-521-5148 - ○ ○
高橋鍼灸院 石原 1734-5 048-522-5422 - ○ ○
大和鍼灸理療院 肥塚 717-2 048-523-6697 - ○ ○
オリエント鍼灸院 肥塚 3-2-73 048-525-5116 - ○ ○
健康堂治療院 久保島 157-4 048-530-6466 - ○ ○
星漢堂鍼灸院 妻沼 1676 048-588-3090 - ○ ○
宇野鍼灸整骨院 田島 217-2 048-589-4189 - ○ ○

はり・きゅう創生治療院 石原 1-51-1
ﾄﾞﾐｰﾙｼﾞｮｲＤ 107 048-525-3796 - ○ ○

平成 22 年度敬老マッサージ・鍼灸サービス　事業施術所（鍼灸院等）一覧

ずっと元気！らくらく体操教室 い いき き
健 康

合
併
処
理
浄
化
槽

　
  

維
持
管
理
補
助
金
制
度

　

家
庭
用
合
併
処
理
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
方
に

補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

◆
環
境
衛
生
課（
江
南
庁
舎
）　

０
４
８-

５
３
６
‐
１
５
２
１

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課　

０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

TEL

TEL

　高齢者の健康づくりを目的に、熊谷さ
くら運動公園屋内プールの無料利用券を
申請により交付します。
対象者　平成 22 年 4 月 1 日現在、市
　内に住所を有する 65 歳以上の方
交付枚数　一人あたり年度内 2 枚
交付期間　4 月 1 日（木）～平成 23 年
3 月 31 日（木）
※利用有効期間についても同様　
交付場所　長寿いきがい課、熊谷さ
　くら運動公園屋内プール
◆長寿いきがい課　　内線 290
◆熊谷さくら運動公園屋内プール　
　　  048-533-9100

熊谷さくら運動公園屋内プール
｢アクアピア｣無料利用券を

交付します

TEL

TEL

TEL

健康入浴券を交付します
　申請により 65 歳以上 76 歳以下の方
に 100 円で利用できる券、77 歳以上の
方に無料券を交付します。
交付枚数　自宅にお風呂のない方は月
　あたり 4 枚、自宅にお風呂のある方
　は月あたり 1 枚。
利用できる浴場　
 朝日湯　　
　本石 1-332　　　048-521-5165
 桜湯　　　
　筑波 3-98-1　　　048-521-2418
 見晴湯　　
　伊勢町 264-2　　048-521-3934
　ご利用を希望される方は、下記へ申
請書を提出してください。
◆長寿いきがい課　　内線 290
◆大里・江南行政センター市民福祉課、
　妻沼行政センター福祉課

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

合
併
処
理
浄
化
槽
と
は
、
ど

う
い
う
も
の
で
す
か
？

浄
化
槽
に
は
２
つ
の
タ
イ
プ

が
あ
り
、
１
つ
は
ト
イ
レ
か

ら
排
出
さ
れ
る
し
尿
だ
け
を

処
理
す
る
単
独
処
理
浄
化

槽
、
も
う
一
つ
が
今
回
補
助

対
象
と
な
る
、
ト
イ
レ
か
ら

の
排
水
と
併
せ
て
台
所
や
洗

面
所
な
ど
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
全
て
の
排
水
を
処
理

す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
で
す
。

な
ぜ
、
下
水
道
供
用
開
始
区

域
と
農
業
集
落
排
水
処
理
区

域
は
補
助
対
象
区
域
か
ら
除

外
さ
れ
る
の
で
す
か
？

下
水
道
法
と
い
う
法
律
の
中

で
「
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た

場
所
に
つ
い
て
は
、
遅
滞
な

く
公
共
下
水
道
に
接
続
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
下

水
道
供
用
開
始
区
域
に
お
住

ま
い
の
方
は
合
併
処
理
浄
化

槽
か
ら
早
急
に
公
共
下
水
道

に
切
り
替
え
て
い
た
だ
き
た

い
た
め
、
下
水
道
供
用
開
始

区
域
は
補
助
対
象
か
ら
除
外

し
て
い
ま
す
。
農
業
集
落
排

水
に
つ
い
て
も
同
様
の
考
え

と
な
り
ま
す
。

法
定
検
査
・
保
守
点
検
を
受

け
る
に
は
ど
こ
に
依
頼
す

れ
ば
い
い
の
で
す
か
？

法
定
検
査
は
㈳
埼
玉
県
浄
化

槽
協
会（　

０
４
８-

５
３
３

-

４
７
０
０
）
が
行
い
ま
す
。

検
査
費
用
は
10
人
槽
以
下

の
場
合
、
浄
化
槽
設
置
後
最

初
の
検
査
が
１
３,
０
０
０

円
で
そ
れ
以
降
の
毎
年
の

検
査
は
５,
０
０
０
円
で

す
。
保
守
点
検
は
埼
玉
県
に

登
録
し
た
業
者
の
う
ち
熊

谷
市
を
営
業
区
域
と
す
る
業

者
へ
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
証
明
書
は
ど
こ
で
交

付
し
て
い
ま
す
か
？

納
税
課（
市
役
所
２
階
）

お
よ
び
各
行
政
セ
ン
タ
ー

総
務
税
務
課
で
交
付
し
て

い
ま
す
。
交
付
手
数
料
は

２
０
０
円
で
す
。

補
助
金
の
申
請
書
や
案
内

は
ど
こ
で
も
ら
え
ま
す
か
？

環
境
衛
生
課（
江
南
庁
舎
）

と
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
市

民
環
境
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

TEL
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５
２
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大
里
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大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

妻
沼
庁
舎

妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

江
南
庁
舎

江
南
行
政
セ
ン
タ
ー

TEL

TEL
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TEL

市
政
ワ
イ
ド
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市政ワイド

　

４
月
１
日（
木
）、
子
育
て
家
庭
の

親
子
が
気
軽
に
つ
ど
い
、
交
流
を
図

る
場
と
し
て
、
子
育
て
広
場
「
ど
ん

ぐ
り
メ
イ
ト
」を
奈
良
児
童
園
隣（
中

奈
良
１
２
９
６-

１
）に
開
設
し
ま
す
。

　

親
子
の
交
流
や
子
育
て
等
に
関

す
る
相
談
、
情
報
の
提
供
を
行
い

ま
す
。
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

安
心
し
て
市
民
活
動
に
参
加
で
き
ま
す

　

公
益
性
の
あ
る
活
動
を
行
う
団
体
が
実
施
す
る
市
民

活
動
中
に
、
参
加
者
が
負
傷
し
た
、
物
品
な
ど
を
壊
し

て
し
ま
っ
た
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
そ
の
補
償
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
の
で
安

心
し
て
活
動
に
参
加
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
活
動　

市
民
や
行
政
に
と
っ
て
有
益
で
あ

　

る
活
動
で
、
無
報
酬（
交
通
費
な
ど
の
実
費
支
給
は

　

無
報
酬
と
み
な
す
）で
参
加
す
る
継
続
的
、
計
画
的

　

ま
た
は
臨
時
に
行
わ
れ
る
活
動
で
す
。

　
（
主
な
活
動
例
）防
犯
活
動
、
清
掃
活
動
、
交
通
安
全

　

パ
ト
ロ
ー
ル
、
市
主
催
事
業
へ
の
参
加

主
な
補
償
内
容

⑴
傷
害
事
故

　

死
亡
補
償
金　

２
０
０
万
円

　

入
院
補
償
金　

1
日
３,
０
０
０
円

　

通
院
補
償
金　

1
日
２,
０
０
０
円

⑵
損
害
賠
償
責
任
事
故

　

身
体
賠
償　

５,
０
０
０
万
円

　

財
物
賠
償　

１,
０
０
０
万
円

　

保
管
物
賠
償　

５
０
０
万
円

※
市
外
の
方
で
も
補
償
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料　

市
が
全
額
負
担
し
ま
す（
個
人
等
の
負
担
は

　

あ
り
ま
せ
ん
）。

申
込
み　

保
険
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
活
動
団

　

体
の
代
表
者
に
よ
る
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
は
、

　

随
時
受
付
を
し
て
お
り
、
一
度
登
録
さ
れ
る
と
継
続

　

さ
れ
ま
す
の
で
、
代
表
者
の
変
更
等
で
の
再
登
録
の

　

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
く
登
録
を
希
望
さ
れ
る

　

団
体
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

活
動
を
行
う
前
に　

団
体
の
代
表
者
等
は
、
活
動
の
開

　

始
前
に
必
ず
参
加
者
の
把
握
を
し
て
く
だ
さ
い
。

事
故
の
報
告　

事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に

　

左
記
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
市
民
活
動
推
進
課　

内
線
３
３
０

◆環境政策課（江南庁舎）　 048-536-1521

◆市民活動推進課　 内線 365

三本自治会里山保全活動 吉岡グラウンドワーク里山保全活動
とき 4 月 11 日（日）・5 月 9 日（日）9 時～ 11 時 30 分 4 月 11 日（日）9 時～ 11 時

ところ 駒形公園駐車場に集合 吉岡中学校に集合
費用 無料

持ち物 作業できる服装

申込み

4 月 7 日（水）までに電話またはＦＡＸ（住所・氏名・連
絡先を記載）で下記へ。
※保険に加入するため、事前に申込みが必要
◆三本自治会　　
　  048-536-3907（金子）       048-536-1168（小柴）

当日、直接お越しください。
◆吉岡グラウンドワーク実行委員会　　 
　　048-536-5003（小林）

市民協働「熊谷の力」事業 実施団体 市のパートナー
高齢者パソコン教室事業 別府学校区連絡会 長寿いきがい課
認知症サポーター養成講座事業 熊谷市認知症キャラバンメイトの会 長寿いきがい課

地域のふるさとの森保全事業
吉岡グラウンドワーク実行委員会

環境政策課
小江川自治会

段ボールコンポスト事業 ハチドリくらぶ 廃棄物対策課
おおさと桜サポーター事業 玉作自治会・相上自治会 公園緑地課
さくら教室サポート支援事業 サクラスクールサポーター 教育研究所

「
は
じ
め
の
一
歩
助
成
金
」申
請
団
体
を
募
集
し
ま
す

市
民
の
公
益
活
動
を
支
援
し
ま
す

「
市
民
活
動
保
険
」を
ご
活
用
く
だ
さ
い

第 1 回 第 2 回
対象 主に江南南小学校区 主に江南北小学校区

とき 5/8( 土 )
14：00 ～ 16：00

5/15( 土 )
14：00 ～ 16：00

ところ 江南行政センター
3 階会議室 江南公民館

テーマ (1) 活気とにぎわいの創出 子育て支援・教育環境の整備

テーマ (2) 安全と安らぎのあるまち
（温暖化対策） 活気とにぎわいの創出

今こそ発進！『地域の力』で輝く未来へ

「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
後

期
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た

あなたと市長のハートフル・ミーティング

子
ど
も
手
当

子
ど
も
手
当
申
請
書
類
を
４
月
中
旬
以
降
に
郵
送
し
ま
す

　

平
成
22
年
4
月
分
か
ら
、
中

学
校
修
了
前
の
子
ど
も
の
保
護

者
に
対
し
て
、
子
ど
も
１
人
あ
た

り
月
額
1
万
3
千
円
の
子
ど
も

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
所
得

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
22
年
3
月
31
日
時
点
で

現
に
児
童
手
当
の
支
給
対
象
に

な
っ
て
い
た
児
童（
支
払
差
止

中
の
場
合
を
除
く
）に
つ
い
て
は
、

自
動
的
に
、
月
額
5
千
円
ま
た

は
1
万
円
の
手
当
が
1
万
3
千

円
に
増
額
に
な
り
、
申
請
は
不
要

で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
申
請
が

必
要
で
す
。

1
対
象
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
児

　

童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
か
っ

　

た
場
合
（
子
ど
も
が
中
学
生
の

　

場
合
や
保
護
者
の
所
得
制
限

　

に
よ
り
児
童
手
当
を
受
給
で

　

き
な
か
っ
た
場
合
等
）。特
に
、

　

保
護
者
が
既
に
児
童
手
当
の
受
給

　

者
と
な
っ
て
い
た
場
合
で
も
、

　

中
学
校
新
２･

３
年
生（
生
年
月

　

日
が
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
）の

　

子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
増
額
の

　

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

ご
注
意
く
だ
さ
い（
中
学
校
新

　

1
年
生
は
資
格
が
自
動
更
新
さ

　

れ
る
た
め
、
原
則
と
し
て
申
請
不
要
）。

2
平
成
22
年
4
月
1
日
以
後
に

　

熊
谷
市
に
転
入
し
た
場
合

3
児
童
手
当
を
受
給
中
で
あ
っ
た

　

が
、
現
況
届
未
提
出
等
の
理
由

　

に
よ
り
支
払
が
差
止
め
と
な
っ

　

て
い
る
場
合

申
請
書
類　

申
請
が
必
要
な
方
の

　

う
ち
、
当
市
に
お
い
て
把
握
し
て

　

い
る
方
に
は
、
4
月
中
旬
以
降
に

　

申
請
書
類
一
式
を
郵
送
し
ま
す
の

　ハートフル・ミーティングは、市長が市内各所に伺い
市民皆さんのご意見やアイデア等をいただき、今後の市
政に反映させるための懇談会です。皆さんのご参加をお
待ちしています。

募集対象および人員　主に、その小学校区に
　在住・在学・在勤の方、または学区内保育
　所、幼稚園、児童館等利用者の保護者で各
　回 40 人程度
申込み　電話、またはＦＡＸ、Ｅメールに住
　所・氏名・電話番号を記入のうえ、開催日
　の一週間前までに下記に申込みください。
　なお、手話通訳を必要とされる方は、申込
　みの際にお申し出ください。
◆政策調査課　　内線 368
　　048-525-9222　
E メール　seisakuchosa@city.kumagaya.lg.jp

地域のふるさとの森保全事業参加者募集

平成 22 年度市民協働「熊谷の力」事業は、下表の 6 事業を実施します。市民協働「熊谷の力」事業を実施します

　

公
益
性
の
あ
る
活
動
を
行
う
N
P
O
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
の
活
性
化
を
図
る
た
め「
は
じ
め
の
一

歩
助
成
金
」を
交
付
し
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
助
成
金

〜
こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
る
団
体
を
支
援
し
ま
す
〜

　

１
団
体
あ
た
り
の
上
限
額
10
万
円（
５
団
体
程
度
）

　

新
た
に
市
民
活
動
団
体
と
し
て
公
益
活
動
を
開
始

す
る
団
体
、
ま
た
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人（
N
P
O

法
人
）の
認
証
を
目
指
し
て
い
る
団
体
等
を
対
象
に
、

団
体
が
活
動
や
事
業
を
開
始
で
き
る
よ
う
立
ち
上
げ

期
に
係
る
費
用
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
助
成
金

〜
既
存
団
体
が
活
動
を
さ
ら
に
活
発
に
す
る
こ
と
を

支
援
し
ま
す
〜

　

１
団
体
あ
た
り
の
上
限
額
30
万
円（
５
団
体
程
度
）

　

現
在
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
を
対
象
に
、

公
益
活
動
を
拡
大
、
ま
た
は
他
の
団
体
と
合
同
事
業

を
開
始
す
る
場
合
な
ど
、
活
動
基
盤
の
拡
充
等
に
係

る
費
用
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

助
成
金
の
手
引
き
・
申
請
書　

４
月
１
日(

木)

か
ら

　

配
布
し
ま
す（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
21
日(

水)

～
５
月
７
日(

金)

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
重
複
し
て
応
募
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

助
成
金
交
付
団
体
の
決
定　

６
月
上
旬

助
成
金
の
交
付　

概
算
交
付
も
で
き
ま
す
。

実
績
報
告
書
の
提
出　

事
業
終
了
後
14
日
以
内

配
布
・
受
付
場
所　

市
民
活
動
推
進
課（
市
役
所
４
階
）

※
申
請
に
は
事
業
計
画
書
、
団
体
概
要
書
等
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
助
成
金
の
手
引
き
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
市
民
活
動
推
進
課　

内
線
４
７
５

　

で
書
類
が
届
き
ま
し
た
ら
手
続
き

　

を
お
願
い
し
ま
す
。
書
類
が
届
か

　

な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付　

こ
ど
も
課
（
市
役
所

　

４
階
）、
大
里
・
江
南
行
政
セ

　

ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
、
妻
沼
行

　

政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課
で
受
け
付

　

け
ま
す
。
窓
口
は
大
変
混
雑
し

　

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
郵
送

　

申
請
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

平
成
22
年
9
月
30

　

日（
木
）ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、

　

原
則
と
し
て
4
月
分
に
ま
で

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
受
給
で
き
ま
す
。

　

10
月
以
後
も
申
請
で
き
ま
す

　

が
、
そ
の
場
合
は
申
請
の
翌
月

　

分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す

　
（
さ
か
の
ぼ
り
支
給
は
不
可
）。

公
務
員
の
場
合　

勤
務
先
に
申
請

　

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
こ
ど
も
課　

内
線
２
９
２

開
設
日
時　
　

　

月
～
金
曜
日

　
（
祝
日
、
年

　

末
年
始
を

　

除
く
）

　

９
時
～
14
時

◆
子
育
て
広
場「
ど
ん
ぐ
り
メ
イ
ト
」

　
　

０
４
８-

５
２
４-

９
８
４
９

◆
こ
ど
も
課　

内
線
２
９
２　
　
　

　
　
　
　

　

進
行
す
る
少
子
化
へ
の
対
策
と
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

生
ま
れ
育
つ
こ
と
の
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら
26

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
熊

谷
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
後
期
計

画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　

◆
こ
ど
も
課　

内
線
２
９
２

市
民
の
公
益
活
動
を
支
援
し
ま
す

子
育
て
広
場「
ど
ん
ぐ
り
メ
イ
ト
」を
開
設
し
ま
す

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

FAX

FAX




